
 

 

聖和学園短期大学 和敬 活動報告 

 

「地域を盛り上げるため、華麗に舞います」 

7 月 21 日、寺岡小学校で寺岡夏祭りが行われ、演舞を披露させて頂きました。昨年度、和敬の活動は

「YOSAKOI 踊りやボランティア活動を通じての地域活性化」で泉区のいずみ絆プロジェクトに採択され、

各地での演舞や泉・大学祭で演舞を披露させていただきました。その演舞を町内会の方がご覧になり、機会を

いただくことができました。地域を盛り上げるため、これからも頑張ります。是非、お声掛けお願いいたしま

す！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 14 日、賀茂神社での、第 16 回 泉病院 友の会健康まつりで演舞を披露させて頂きました。「絆そ

して希望へ」をサブテーマに中央舞台、模擬店、展示コーナーなどが繰り広げられました。会場からのアンコ

ール！のご声援に勇気を頂き、精一杯演舞を行いました。 

 今回の演舞は 7 月に泉区寺岡町内会の夏祭りでの演舞を行った際に、お声掛けを頂き、この演舞が実現し

ました。出逢い・繋がり・絆の大切さを実感しました。 

 

 11 月 3 日、イズミティ 21 で行われた第 33 回仙台市泉区民文化祭で演舞を披露させて頂きました。泉区

の秋を彩る芸術・文化の祭典で、演舞を披露させて頂けたことを、大変誇りに感じました。これからも地域を

代表する団体となれるように、活動に励んでいきたいと思います。 

 

3 月 28 日、イズミティ 21 で行われた歌謡・舞踊祭に出演しました。日本舞踊の伝統ある発表を拝見して、

改めて日本の心を学ぶことができました。この経験を活かして、踊りに磨きをかけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YOSAKOI を通じての地域活性化 



「キャンドルの灯りに子どもの平和と安全を願いました」 

 

9 月 8 日に南中山小学校で「みやぎ夢燈花 2012」が開催され、和敬のメンバーがボランティアとして参

加しました。200１年におこった大阪府池田市での児童殺傷事件によって、被害者となった子どもたちの冥

福を祈り、世界の子どもたちの平和とすこやかなる成長を祈る行事として、「いけだ夢燈花」が開催されまし

た。宮城県でも、子どもたちにとって安全な地域環境とは何か、地域の大人たちは何をすべきか、何ができる

のかを考え、実行にうつしたいとして、2006 年より「みやぎ夢燈花」を開催しています。 

今年度のテーマは 祈り、希望 そして明日へ子ども達の平和と安全を、そして震災からの復興を願う灯り

を照らします。4 月から和敬のメンバーを始め、聖和短大の様々な学生達がキャンドル製作に取組み、実行委

員を務めて会議に参加し、地域と連携を深めてきました。夢燈花のシンボルである命のキャンドルの作成を中

心に担当し、1000 個のキャンドルを作成し、南中山に灯りを照らしました。当日は YOSAKOI の演舞だけ

でなく、キャンドルの準備、点灯作業や食堂の担当、エンディングの手話発表など、当日の運営の様々な内容

をサポートしました。 

学生達と地域の方たちのチカラがひとつになり、11 日で発生から１年半を迎える東日本大震災の犠牲者の

鎮魂と復興への願いを込め、１本ずつ火がともされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「南中山地域での様々な世代との交流」 

 

いずみ絆プロジェクトの活動として、地元である泉区南中山で演舞活動を行いました。 

11 月 15 日、南中山小学校で故郷復興プロジェクトが行われ、生徒さんの様々な発表とともに、和敬

も演舞の機会をいただきました。演舞とともに、和敬の震災復興に関わる様々な活動を発表させていた

だきました。そして、地域で共に学び、これからの南中山を・東北を・一緒に作っていく誓いの演舞を

児童の皆さんへ披露しました。 

 

 南中山小学校の皆さんへのメッセージ 

 震災後、この地域に住む学生が多く、地域の方達に様々なご支援を頂きました。 それに感謝し、私

たちの先輩は、パティシエの養成コースの学生を中心に、様々な学生が参加し、お菓子を作り被災地や、

南中山の幼稚園にお渡ししました。 

 震災後は、描いていた進路や就職活動を実現できなくなった人も多くいて、私達も入学後の学生生活

に大きな不安を抱いていました。そんな気持ちを吹き飛ばすため、将来への道を切り開く力をつけるた

め、私達は YOSAKOI に一生懸命に取り組んできました。 

 復興支援の行事やチャリティイベントで演舞を行ったり、ご支援を頂いて石川県の YOSAKOI まつり

に参加したり、そういった活動の中で、たくさんの笑顔や励ましをいただき、人と人との出逢い、繋が

り、絆を大切に感じました。私達の大学は他県からの入学生も多くいますが、南中山や、日本中のたく

さんの人との温かい交流で、知らない土地での生活が不安でなくなりました。東北での未来への希望も

描けるようになりました。和敬の旗は、石川県の YOSAKOI まつりに参加するときに、本学の学生で復

興支援に感謝する旗を作成し、披露しました。さらに、石川県・北陸地方の方々からもたくさんの応援

メッセージを頂きました。 

 「頑張ろう、東北、頑張ろう日本」 「絆にありがとう」 「日本はひとつ」 

今日もこの言葉を胸に、皆さんとの出逢いや、この演舞の機会を頂いた事に感謝し、演舞を披露させ

て頂きます。 

 児童の皆さんも、私達も南中山で学んで、生活する仲間です。今後も、皆さんとたくさん交流させて

いただきたいと思っております。これからも一緒に協力して、これからの南中山を・東北を・一緒に作

っていきましょう！ 

 

17 日には、南中山デイサービスセンターでレクリエーション実習や保育実習など、大学で学んだレク

リエーション援助とともに、演舞を披露させていただきました。 

和敬には他県からの入学生も多くおりますが、このような南中山でのたくさんの人との温かい交流で、

安心した生活、充実した学生生活を送ることができています。今後も、地域の皆さんとたくさん交流さ

せていただきたいと思っております。 よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 



泉区民文化祭のオープニングで演舞披露 

地域の夏祭りでは，ボランティアでお手伝い 

 

 

 

 

 

 

 

 


